
山
下
り

ん
小
考

1

《
至
聖
生
神
女
之
福
音
》
《
主

ノ
顕
栄
》
二
図
に
つ
い
て

丹

尾

安

典

(註
1
)

日
動
画
廊
の
月
刊
誌

『絵
』
二
〇

一
号
を
読
ん
だ
。
小
田
秀
夫
氏
が

エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
い
る
。
氏
は
す
で
に
山
下
り

ん
の
評
伝

一
書
を
世
に
問

い
、
今
な
お
こ
の
女
流
聖
像
画
家
の
足
跡
を
追

っ
て
や
む
と
こ
ろ
な
い
。

り
ん
は
小
田
氏
の
大
伯
母
に
あ
た
る
Q

エ
ッ
セ
イ
は
、
去
る
夏
り
ん
の
留
学
地

ロ
シ
ア
を
訪
れ
た
際
の
模
様
を
語
り
、
帰
国
当
日
ト
レ
チ
ャ
コ
フ
美
術
館

に
て
、
小
田
家
所
蔵
に
な
る
り

ん
筆

《
笞
打
ち
》
図
の
原
画
を
偶
然
に
発
見
し
た
喜
び
の
記
事
を
も

っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。

山
下
り
ん
の
聖
像
画
は
、
渋
谷
四
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
十

一
年
秋
に
催
さ
れ
た
全
国
博
物
館
大
会
の
際
、
は
じ
め
て
会
場
の
市
立
函
館
博
物

(註
2
)

館
に
公
開
展
示
さ
れ
、
「出
席

し

た
関
係
者
全
員

の
注
目
の
的
と
な

っ
た
」
と
い
う
。
そ
の
後
、
岡
畏
三
郎
氏
が

『美
術

研
究
』
第
二
五
八
号
に
、

(
註
3
)

こ
の
お
り
陳
列
さ
れ
た
函
館

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
所
蔵

《
十
二
大
祭
図
》
に
関
す
る
論
攷
を
載
せ
、
以
来
諸
氏
の
調
査
、
研
究
報
告

の
ほ
か
、
単
行

(註
4
)

(註
5
)

書
も
二
冊
刊
行
さ
れ
、
ま
た
、
室
伏
勇
氏
や
外
山
卯
三
郎
氏
な
ど

の
尽
力
に
よ
り
、
り
ん
は
、
次
第
に
洋
画
の
先
覚
者
と
し
て
の
確
固

た
る
位
置

を
、
美
術
史
上
に
保
有
し
つ
つ
あ
る
。

山
下
り
ん
の
生
涯
、
画
蹟
に
関
す
る
調
査
は
、
近
年
に
注
目
さ
れ
た
画
家
と
し
て
は
比
較
的
進
展
を
み
せ
て
い
る
方
で
あ
ろ
う
。
が
、
な
お
、
り

ん
が

ロ
シ
ア
よ
り
帰
国
し
て
か
ら
故
郷
笠
間
に
も
ど
る
ま
で
の
ニ
コ
ラ
イ
堂
時
代
の
生
活
や
作
品
の
源
泉

の
問
題
な
ど
は
、
大
き
な
研
究
課
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。

(註
1
)

美
術
館

の
壁
間
に
原
画
を
み
つ
け
た
小
田
氏
が

「
阿
か
大
き
な
収
穫
を
し
た
思
い
に
浸

っ
て
い
る

「
と
の
惑
既
を
曳
ら
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
迫



下
り
ん
研
究
の
現
状
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

二
年

ほ
ど
前
、
た
ま
た
ま
私
も
り
ん
の
聖
画

の
原
図
と
お
ぼ
し
き
も

の
二
点
を
見

つ
け
た
。
い
ず
れ
り
ん
の
研
究
者
の
方

々
よ
り
報
告
が
な
さ
れ

る
で
あ

ろ
う
と
思
い
、
放

っ
て
お
い
た
が
、
未
だ
に
指
摘
は
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
小
田
氏
の
熱
心
な
探
索
活
動
な
ど
を
知
る
に
つ
け
、
黙
し
て
い

る
の
も
多
少
心
苦
し
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
当
科
報
執
筆

の
役
が
あ
て
ら
れ
た
の
を
機
に
稿
を
起
こ
し
て
み
た
。
た
だ
し
、
私
は
各
地
め
教
会
に
お

さ
め
ら
れ
て
い
る
り
ん
の
聖
像
画
を
ま
だ
直
接
に
は
見
て
い
な
い
。
以
下
の
考
察
は
諸
文
献
に
載

っ
た
図
版
を
た
よ
り
に
し
て
い
る
。
作
品
の
評
価

等
、
誤

っ
た
判
断
を
下
す
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
諸
家
の
御
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。,

1

山
下
り
ん
は
、
安
政
四
年
五
月
二
十
二
日
、
笠
間
に
生
ま
れ
た
。
明
治
六
年
、
絵
画
修
業
の
た
め
上
京
。
浮
世
絵
、
円
山
派
を
学
ん
だ
の
ち
、
中

丸
精
十
郎
に
就
き
洋
画
を
習
い
は
じ
め
、
明
治
十
年
、
前
年

の
末
に
開
校

の
は
こ
び
と
な

っ
た
工
部
美
術
学
校
に
入
学
、
翌
年

ロ
シ
ア
正
教

に
入

信
。
明
治
十
三
年
十
月
、
工
部
美
術
学
校
退
学
、
同
時
に
突
如
教
会
よ
り
ロ
シ
ア
留
学

の
話
が
も
ち
あ
が
り
、
十
二
月
急
拠
渡
露
。
翌
十

四
年

三

月
、
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
着
、
当
地
の
女
子
修
道
院
に
入
る
。
明
治
十
六
年
帰
国
。
以
後
、
大
正
七
年
笠
間
に
も
ど
る
ま
で
、
神
田
駿
河
台
の

ニ
コ
ラ
イ

堂
敷
地
内
に
住
み
、
聖
画
の
制
作
を
続
け
る
。
帰
郷
後

は
弟
峯
次
郎
が
継
い
だ
小
田
家
に
身
を
よ
せ
、
静
か
な
晩
年
を
送
り
、
昭
和
十
四
年

一
月
二

十
六
日
死
去
し
た
。
享
年
八
十
三
。

以
上
が
り
ん
の
略
歴
で
あ
る
。

り
ん
の
聖
像
の
ほ
と
ん
ど
は
、

胃
シ
ア
よ
り
帰
国
し
た
明
治
十
六
年
か
ら
大
正
七
年
笠
間
に
も
ど
る
ま
で
の

ニ
コ
ラ
イ
堂
時
代
に
制
作
さ
れ
歌
凹
)

鹿
島

卯
女
編

「山
下
り
ん

黎
明
期
の
聖
像
画
家
」
に
よ
れ
ば
、
り
ん
の
油
彩
画
は

一
六
〇
点
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
に
、
小
田
氏
が
近
年
報
告
し
た

茨
城
県
桂
村
増
r
教
会
の

《
聖
母
子
》
や
記
録
に
の
こ
る
焼
失
及
び
所
蔵
不
明
作
品
な
ど
を
加
え
る
と
、
現
在
で
も

一
七
〇
点
近
く
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
く
り
返
し
同
じ
型
を
踏
襲
し
て
描
く
場
合
も
多
く
、
図
柄
は
大
方
い
く

つ
か
の
タ
イ
プ
に
限
ら
れ
て
い
る
。

り
ん
が
注
目
さ
れ
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
函
館

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
復
活
聖
堂
の

《十

二
大
祭
図
》
も
例
外
で
は
な
く
、
札
幌

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
顕
栄
聖
堂
、
上
武
佐

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
至
聖
生
神
女
誕
生
聖
堂
、

一
関

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
降
誕
聖
堂
な
ど
に
も
、
同
じ
図
が
収
め
ら
れ
て
い



る
。函

館

ハ
リ

ス

ト

ス
正

教

会

の
も

の
を
例

に

と
れ

ば

、

《
十

二
大
祭

図
》

は
次

の
各

部

か
ら

成

る
。

一
、

至

聖

生

神

女

ノ
誕

生

。

二
、

至

聖

生

神

女

ノ
進

堂

。

三

、

至

聖

生

神

女
之

福

音

。

四
、

ハ
リ

ス

ト

ス
降

誕

。

五

、

主

ノ
迎

接

。

六
、

主

ノ
洗

礼

。

七

、

主

ノ
顕

栄
。

八
、

主

ノ
入
城

。

九

、

主

ノ
昇

天

。

十

、

聖

神

降

臨

。

十

一
、

至

聖

生

神

女

ノ
就

寝

。
十

二
、

聖

架

ノ
挙

栄

。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

例
え
ば

函
館

の

《
至
聖
生
神
女
ノ
就
寝
》
が
上
武
佐

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
も
の
で
は

《
至
聖
生
神
女
之
寝
》
と
、
若
干
表
記
が
異
な

っ
て
い
た

り
、
《
主

ノ
洗
礼
》
が

一
関
の
作
品
で
は

《
主
ノ
顕
現
》
と
な

っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の

《
十
二
大
祭

図
》

の
全
図
及
び
各
図

は
、
く
り
返
し
同
じ
型
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
ま
た
、
数
多
く
の
作
品
を
生
む
源
と
な

っ
た
原
画
の
調
査
は
、
り
ん
研
究
に
と

っ

て
、
重
要

な
課
題
と
も
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は

《
十
二
大
祭
図
》
中
の
二
図
、
《
至
聖
生
神
女
之
福
音
》
と

《
主
ノ
顕
栄
》
の
原
画
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

2

《
至
聖
生
神
女
之
福
音
》
(聖
告
)
は
、
り
ん
の
独
飢
性
が
色
濃
く
窺
わ
れ
る
傑
作
と
み
な
さ
れ
て
き
た
(
図
1
)。

例
え
ば
、
岡
畏
三
郎
氏
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
図
の
出
典
は
、
新
約
聖
書
ル
カ
第

一
章
三
九
節
ー
五
六
節
。
(詳
し
く
は
二
六
節
よ
り
)
受
胎
告
知
の
図
で
は
、

天
使
ガ
ウ
リ
イ
ル

(
ガ
ブ

リ
エ
ル
)

は
実
在
の
人
物
同
様
、
姿
を
現
わ
し
て
画
か
れ
る
の
が
普
通
で
、
こ
の
図
に
み
る
幻

の
よ
う
な
描
き
方
は
、
山

下
り
ん
の
創
案
ど
思
わ
れ

(註
3
)

る
。
天
使

は
、
白
と
、
薄

い
青
緑
色

の
絵
具
で
軽
く
描
か
れ
て
い
る
」
。

ま
た
同
じ
見
解
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
表
現
で
、
小
田
秀
夫
氏
の
著
作
中
に
、
函
館

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
神
父
厨
川
勇
氏

の
言
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
「
こ
の
い
わ
ゆ
る
受
胎
告
知
の
像
は
実
に
す

っ
き
り
し
た
清
ら
か
な
感
じ
を
受
け
る
。
十
二
枚
の
美
し
い
絵
の
中
で
も
出
色
の
も
の
で
恐

ら

く
山

下
の
傑
作
と
言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
厨
川
琉
に
よ
る
と
、
天
使
は
実
在

の
人
物
同
様
、
姿
を
現
わ
し
て
描
か
れ
る
の
が
普
通
で
、
こ
の
図
に
み
る

(註
7
)

幻
、の
よ
う
な
描
き
方
は
、
山
下
の
ゐ
ψ
創
案
と
思
わ
騰

る
、
と
言

っ
て
い
る
。
出
典
は
新
訳
聖
書

ル
カ
伝
第

}
章
二
六
節
i
・五
六
節
」
。



図2ド レ筆 聖告 図1至 聖生神女之福音

函館ハ リス トス正教会蔵

図4至 聖生神女之福音 下図

小田家蔵

図3至 聖生神女之福音

上武佐ハ リス トス正教会蔵

4



図6主 ノ顕栄

函館ハリストス正教会蔵

図5至 聖生神女之福音

北鹿ハ リス トス正教会蔵(曲 田福音聖堂)

図8主 ノ顕栄
一関ハ リス ト正教会蔵

図7ド レ筆 変容

5



ル
カ
伝
第

一
章

三
九
節

か
ら
五
六
節
ま
で
は
、

マ
リ
ア
が
従
姉

エ
リ
サ
ベ
ッ
を
訪
ね
る

「御
訪
問
」

の
場
面
で
あ
る
か
ら
、
聖
告
の
典
拠
を
カ
ノ

(註
8
)

ソ
に
求

め
る
な
ら
、
ル
カ
伝
第

一
章
二
六
節
か
ら
三
八
節
ま
で
と
す
る
方
が
常
識
に
か
な

っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
は
措
く
と
し
,て
、
従
来
り
ん

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
表
現
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
の
絵
は
、
お
そ
ら
く
、
ギ

ュ
ス
タ
ー
ヴ

・
ド
レ
の
代
表
的
版
画
挿
絵
集

《
聖
書
》

の

一
葉

(図
2
)

か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。

構
成
的
に
は
、
ド
レ
の

《
聖
告
》
と
り
ん
の

《
至
聖
生
神
女
之
福
音
》
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
大
き
な
違
い
は
、
り
ん
の
作
品
に
、
文
字
、

マ

リ
ア
の
光
輪

(
函
館

の
作
品

の
図
版
ー
1
で
は
よ
く
見
え
な
い
。
上
武
佐

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
作
品
-
図
版
3
を
見
よ
)、
机
上
よ
り
た
れ
た
巻

紙
が
み
と
め
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
下
図

(図
4
)
に
は
文
字
と
光
輪
は
描
か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
二
者
は
、
り
ん
個
人

の
判
断
か
ら
、

も
し
く

は
ニ
コ
ラ
イ
な
ど
の
意
見
を
入
れ
て
、
油
彩
に
転
写
す
る
際
、
新
た
に
か
き
加
え
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
巻

紙
は
下
図

に
も
あ

る

の

で
、
ド

ン
の
原
画
を
写
す
時
に
、
り
ん
が
意
図
的
に
付
加
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
た
だ
ド
レ
の

《
聖
書
》
は
版
に
よ

っ
て
多
少
図
柄
が
異
な
る

こ
と
も
あ
る
か
ら
、
巻
紙

の
描
か
れ
た
原
画
を
り
ん
が
参
照
し
た
可
能
性
も
す
て
き
れ
な
い
。

他
に
り
ん
自
ら
の
工
夫
ら
し
き
も
の
を
あ
え
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
木
版
原
画
に
は
な
い
色
彩
だ
ろ
う
か
。
函
館

の
作
品
の
カ

ラ
ー
図
版
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
上
武
佐

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
所
蔵
の
同
じ
図

(図
3
)

に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
、
彩
色
の
上
で
は
、
幻

の
よ
う

に
描
か
れ
た
天
使
よ
り
も
、
む
し
ろ

マ
リ
ア
の
衣
服
の
方
に
工
夫
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
原
画
で
は
マ
ソ
ト
と
衣

の
区
切
り
は
明
確

で
は
な

い
が
、
り
ん
の
作
品
で
は
、
両
足
の
問
に
よ

っ
た
ひ
だ
を
さ
か
い
に
し
て
、
む
か
っ
て
左
を
青
の
マ
ン
ト
、
右
を
赤

の
衣
服
に
ぬ
り
わ
け
、

か
ぶ
り
も
の
に
は
白
を
あ
て
て
い
る
。
青
は
天
の
真
実
を
、
赤
は
天
の
聖
愛
を
、
白
は
光
明
と
純
潔
を
あ
ら
わ
す
。
た
だ
し
、
り
ん
が
こ
う
し
た
色

の
象
徴
を
理
解
し
た
上
で
、
意
図
的
に
こ
の
三
色
を
用
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
実
作
品
、
カ
ー
ド
類
を
も
含
め
、
数

々
の
聖
母
像
を
見
て

き
た
体
験
か
ら
、
お
の
ず
と
こ
の
色
を
選
び
と

っ
た
考
え
る
方
が
、
む
し
ろ
あ
た

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

3

《
主
ノ
顕
栄
》
図

(図
6
)
は
所
謂

「変
容
」
の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

典
拠

は
マ
タ
イ
伝
第
十
七
章

一
節
i
八
節
、

マ
ル
コ
伝
第
九
章
二
節
-
八
節
、
ル
カ
伝
第
九
章

二
八
節
ー
三
六
節
.



当

作

も

《
至
聖

生

神

女

之

誕

生

》

と

同

じ

く

、

ド

レ

の

《
聖
書

》

の

一
葉

(
図

7
)

に
依

る
。

図

柄

は
、

画

面

上

部

に
書

か
れ

た
文

字

を

除

け
ば

、

ド

レ

の

《
変

容
》

と

ほ

と

ん
ど

同

一
で
あ

る
。

た
だ

し

布

置

の
バ

ラ

ン

ス
は

幾
分

異

な

り
、

例

え

ば

、

キ

リ

ス
ト

の
足

は
、

原

画

で
は

モ

ー

セ

の
腰

を

お

ろ

す

地
点

と

ほ

同

じ

で
あ

る

の

に
対

し

、

り

ん

の
図

で

は

、

エ
リ

ヤ

の
足

部

に
対

応

す

る
位

置

に
ま

で

下
げ

ら

れ

て

い
る

。

ま

た

、

上

部

と

下
部

の
間

を
占

め

る
雲

を

半

分

近

く
削

減

し
、

全

体

の
上

下

を

つ

め
て

い
る

た

め
、

ド

レ
の

絵

に
較

べ
、

幾

分

窮

屈

で
う

る
さ

い
構

図

と

な

っ
て

し

ま

っ
て

い
る
。

変

容

の
場

面

は
各

福

音

書

に
次

の

よ
う

に
叙

述

さ

れ

て

い
る

。

「
六

日

の

の

ち
、

イ

エ
ス
は

ペ

テ

ロ
、

ヤ

コ
ブ

、

ヤ

コ
ブ

の
兄

弟

ヨ

ハ
ネ

だ

け

を
連

れ

て

、
高

い
山

に

登

ら

れ

た
。

と

こ

ろ

が

、
彼

ら

の
目

の
前

で

イ

エ
ス

の
姿

が

変

り
、

そ

の
顔

は
日

の
よ

う

に
輝

き

、

そ

の
衣

は
光

の
よ

う

に
白

く

な

っ
た
。

す

る
と

、

見

よ

、

モ

ー

セ
と

エ
リ

ヤ

が
彼

ら

に
現

れ

て
、

イ

エ
ス
と
語

り
合

っ
て

い

た
」

(
マ
タ

イ
十

七

ノ

一
ー

三
)
。

「
六

日

の
後

、

イ

エ
ス
は
、

た

だ

ペ

テ

ロ
、

ヤ

コ
ブ

、

ヨ

ハ
ネ

だ

け

を

連

れ

て

、

高

い
山

に

登

ら
れ

た
。

と

こ

ろ
が

、

彼

ら

の
目

の
前

で

イ

エ
ス

の
姿

が
変

り
、

そ

の
衣

は
真

白

く

輝

き

、

ど

ん
な

布

さ

ら

し

で

も

、

そ

れ

ほ

ど

に
白

く

す

る

こ
と

は

で

き

な

い
く

ら

い

に
な

っ
た
。

す

る
と

、

エ
リ

ヤ
が

モ

ー

セ
と

共

に
彼

ら

に
現

れ

て
、

イ

エ
ス
と

語

り

合

っ
て

い
た
」

(
マ

ル

コ
九

ノ

ニ
ー

四
)
。

「
こ
れ

ら

の

こ
と

を

話

さ

れ

た
後

、

八

日

ほ

ど

た

っ
て

か

ら
、

イ

エ
ス

は

ペ

テ

ロ
、

ヨ

ハ
ネ

、

ヤ

コ
ブ

を

連

れ

て

、
祈

る

た

め

に
山

に

登

ら

れ

た
。

祈

っ
て

お
ら

れ

る
問

に
、

み
顔

の
様

が

変

り

、

み

衣

が

ま
ば

ゆ

い

ほ
ど

に
白

く

輝

い

た
。

す

る
と

見

よ

、

ふ

た

り

の
人

が

イ

エ

ス
と

語

(註
9
)

り
合

っ
て

い
た
。

そ

れ

は

モ

ー

セ
と

エ
リ

ヤ

で
あ

っ
た

が

、

云

々
」

(
ル
カ
九

ノ

ニ
八
ー

三
〇

)
q

り

ん

の
作

品

で

は
、

彩

色

の
効

果

も

手

伝

っ
て

、

キ

リ

ス
ト

の
姿

の

み
を

と

り
あ

げ

る
な

ら

、

原

画

以

上

に
、

こ

の
劇

的

な

場
面

を

そ
ぐ

わ

し
く

強

調

さ

れ

て

い

る

よ
う

に
感

ぜ

ら

れ

る
が

、
布

置

の
手
直

し

は
、

キ

リ

ス

ト

の
立

つ
地

点

を

画

面

の
中

央

に
下

げ

、
構

図

の
上

で
も

強

調

し

よ
う

と

す

る
意

図

か
ら

な

さ
れ

た

の

か
も

し

れ

な

い
。

小

田

家

に

下

図
が

蔵

さ
れ

て

い

る
と

の

こ
と

だ

が

、

私

は
見

て

い
な

い
。

こ

の
改

変

(
決

し

て
成

功

し

て

い

る
と

は
思

わ

な

い
が
)

に
至

っ
た

理
由

の
解

明

は
、

今

後

の
原

画

、

下

図

、

油

彩

三
者

の
精

緻

な
比

較

検

討

に
待

ち

た

い
。

4

(
註
10
)

(註

11
)

ギ

ュ
諮

タ

ー
ヴ

・
ド

ン

(
一
八

三

ニ
ー

一
八
八

二
)

の

《
聖
書

》

は
、

一
八

六
六

(
慶

応

二
)

年

、

も

し

く

は

そ

の
前
年

に

フ

ラ

ン

ス
で
出

版

さ



れ
た
。
ド

レ
の
下
絵
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
表
現
意
図
を
的
確
に
く
ん
で
版
を
お
こ
す

エ
リ
オ
ド
ー
ル
・
ピ
ザ
ン
を
中
心
と
し
た
優
秀
な
彫
師

た
ち
の
技

の
冴
え
も
あ

っ
て
、
こ
の

《
聖
書
》
は
好
評
の
う
ち
に
む
か
え
ら
れ
、
「次
く
数
年

の
う
ち
に
、
あ
ら
ゆ
る
主
要

ヨ
ー
悌
ッ
パ
語

お
よ
び

(註
11
)

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
版
然
重
ね
ら
れ
た
」
と
い
う
。

り
ん

の
見
た

《
聖
書
》
が
何
語
の
テ
ク
ス
ト
に
依
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
留
学
時
代
に
入
手
し
た
の
な
ら

ロ
シ
ア
語
版

(出
版
さ
れ
て
い
る
と

す
れ
ば
)
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
美
術
館
に
出
か
け
る
さ
え
何
か
と
障
害
の
あ

っ
た
当
時
の
り
ん
の
状
況
を
考
え
る
と
、
規

律
厳
し
い
修
道
院
に
伝
統
的
な
イ
コ
ン
以
外

の
画
を
も
ち
か
え

っ
た
と
推
測
す
る
の
は
、
多
少
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
明
治
十
六
年
帰
国
途
次

に
立
寄

っ
た
パ
リ
あ
た
り
で
購

っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
帰
国
し
て
か
ら
手
に
入
れ
る
な
り
、
見
せ
て
も
ら
う
な
り
し
た
の
か
、
こ
れ
も

わ

か
ら

な

い
。
ま

た
、
り
ん
が
、
ド
レ
の
聖
書
挿
絵
す
べ
て
を
目
に
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
は

っ
き
り
し
な
い
。
ド

レ
は
、
先
に
ふ
れ
た
二
図

の
他
、
《
ハ
リ

ス
ト
ス
降
誕
》
《
主
ノ
迎
接
》
《
主
ノ
洗
礼
》
《
主
ノ
入
城
》
《
主
ノ
昇
天
》
に
あ
た
る
図
も
描
い
て
い
る
の
だ
が
、
り
ん
は

《
聖
告
》
と

《変
容
》
し

か
取
り
あ
げ
て
い
な
い
。

(註
12
)

と
も
あ
れ
、
り
ん
は
遅
く
と
も
明
治
二
十
五
年
ま
で
に
は
、
ド
レ
の
作
品
を
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
ド
レ
の
工
図
を

《
十
二
大
祭
図
》
中
の

《
至

聖
生
神
女
之
福
音
》
お
よ
び

《
主
ノ
顕
栄
》

の
原
画
と
し
て
採
用
し
た
。

ド
レ
は
独
学
の
人
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
作
風
は
ロ
マ
ン
派

の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
良
く
い
え
ば
文
学
的
、
悪
く
い
え
ぼ
芝

居
が
か

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
聖
書
挿
絵
に
お
い
て
、
ド
レ
は
中
東

の
写
真
や
パ
リ
の
美
術
館
に
お
さ
め
ら
れ
た
当
地
の
出
土
品
な
ど
を
多
く
参
照

(註
11
)

し
て
描

い
た
た
め
、
彼
の
聖
書
世
界
は
、
当
時

の
人

々
の
目
に
、
ま
る
で
現
実
世
界
の
如
く
映

っ
た
。
が
、
何
に
せ
よ
、
ド

レ
の
絵
画
は
、
り
ん
が

ロ
シ
ア
で
習

っ
た
イ
コ
ン
の
様
式
と
は
、
随
分

か
け
は
な
れ
て
い
た
。

自
体

り
ん
は
正
教
の
イ
コ
ン
を
好
ま
な
か
っ
た
。
明
治
十
四
年
六
月
に
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
美
術
館
を
見
学
し
、
イ
タ
リ
ア
系
の
作
品
を
目
に
し
て

か
ら
は
、

ま
す
ま
す
嫌
悪
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
り
ん
は

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
通
学
を
希
望
し
、
よ
う
や
く
、
同
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
か
よ
え

る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
こ
れ
も
十

一
月
二
日
以
降
さ
し
と
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
の
ち
の
日
記
は
悲
痛
な
響
き
を
伝
え

る
。

(素
人
)

「
エ
ル
ミ
休
ミ

終
日
宅

ニ
テ
聖

ニ
コ
ラ
イ
ノ
大
ノ
像
ヲ
カ
ク

大

二
不
望

如
何
ト
ナ
レ
バ
実

二
白

ロ
ヲ
ト
画

ニ
テ
画
師
ノ
為
ス
所

二
不
非
也
」

(
?
)

(
明

治

十

四

年

十

一
月

八

日
)
。

「
又

画

ノ
事

二
付

大

ニ
カ

ナ

シ

ム

エ

ル
ミ

タ

ア

シ

ユ

ニ
行

事

ヲ
キ

ン
ジ

ル

ニ
ヨ
リ
夜

ハ
比

事

二
付

気

ヲ

チ
速

二
寐

(
ナ
)

ル
者

也
」

(
同

十

二
月

六

日
)
。

不

忍

ノ

画

ヲ

カ

カ

セ

ラ

レ

ル

ニ

ヨ
リ

大

ニ
カ

ヲ

シ

ミ

云

々
」

(
同

十

二
月

七

日
)
。

「
画

ノ
事

ニ
テ
大

二
心

悪

シ

如



何

ト

ナ

レ
バ
余

里

ア

サ

マ

シ
キ

カ

キ
様

ヲ
皆

好

故

也

」

(
同

十

二
月

九

日

)
。

修

道

院

の
絵

の
先

生

か

ら

は
そ

し
ら

れ

、

仲

間

た
ち

か
ら

は

嘲

弄

さ

れ

る
。

「
兼

コ
ラ

テ

ニ
我

言

葉

ヲ
発

ス

ル

ナ
リ

何

故

二
我

ヲ
カ

ク
迄

二
云

フ
ヤ

ト
聞

ニ

マ
ッ

タ

ク
土

ル
ミ

タ

ア
ジ

"=

刷
行

ヲ
嫌

ウ
様

子

又

二
人

ヲ
師

ト

ト

ヲ

ト

マ
ザ

ル
故

」

(
同
年

十

二
月

十

五

日
)

と

わ

か

る

。
絵

に

つ

い

て
も

聞

い

て

み

た

。

「
此

日
画

ノ
事

ヲ
種

々
聞

ニ

イ

タ

リ

ヤ

画

ヲ
嫌

ウ
様

子

ナ

リ

ギ

リ

シ

ャ
画

ノ

ヲ
バ

ヶ
画

ヲ
好

ム

ハ
実

ニ
カ

ナ

シ

ム

ノ
次

(註
13
)

(註
14
)

第

ナ
リ
」

(
同
年

十

二
月

二
十

二
日
)
。

り

ん
は

正

教

の
イ

コ
ン
を

「
ギ

リ

シ

ヤ
画

」

「
ヲ
バ

ケ
画

」

「
ア

ナ
画
」

と
呼

び
嫌

悪

し

た
。

帰

国
後

、
り

ん

は

ニ

コ
ラ
イ

堂
敷

地
内

の

一
角

に
画

室

を

あ

て
が

わ

れ

、
平
穏

な

日

々
を

送

り

な

が

ら

、
聖

画

制

作

に
従

事

し

た
。

小

田

氏

は

い
う

。

「
と

も

あ

れ

こ

の

よ
う

な

住

居

兼

ア

ト
リ

エ
で

一
生

を
送

り
、

よ
そ

見

も

し

な

い

で
聖

画

に
打

込

ん

で

い

っ
た

の

は

ニ
コ
ラ

イ
と

い
う

偉

大

な

指

(註
7
)

導

者

に
傾

倒

し

た

か
ら

で

あ

ろ

う
」

と

。

し

か

し

、

そ

の
聖

画

の
全

て

は
、

陰

影

、

肉

付

け

な

ど

、

作

風

か
ら

見

れ
ぽ

西

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
系

の
血

を

ひ

い
て

い
る

。

ニ

コ
ラ
イ
が

り

ん

を

ロ

シ

ア

に
送

り

、

修

道

院

で
学
ぼ

せ

た

の
は
、

多

分

に
質

は
落

ち

て

い

た
と

は

い
え

、
伝

統

に

そ

っ
た

イ

コ
ン

で
あ

っ
た
よ

う

だ

。

だ

が

、

ニ

コ
ラ
イ

は

り

ん

の
聖

画

を

認

め
た
。

こ

れ

は
、

ニ
コ
ラ

イ
が

伝

統

的

イ

コ
ソ
と

同

時

に
、

西

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
系

絵

画

の
影

響

が

色

濃

く

あ

ら

わ

れ

た

イ

コ
ン

の
存

在

を

も

知

っ
て

い
た

か
ら

で

あ

ろ

う
。

現

に
、

ニ
コ
ラ

イ
堂

装

飾

に
た
ず

さ

わ

っ
た

ワ

シ
リ

イ

・
マ
カ

ロ
ウ

ィ
チ

・
ベ

セ

ホ

ノ

ブ

の
絵

は

、

む

し

ろ

西

欧

の
宗

教

画

と

で

も

呼

ぶ

べ
き

様

式

を

そ

な

え

て

い

た
。

り

ん

の
入

っ
て

い

た
修

道

院

で

は
嫌

わ
れ

た

ス

タ

イ

ル

で
あ

っ
た

ろ

う

と

思

わ

れ

る

淋

斗

彼

女

に
と

っ
て

は

、

お
ば

け
画

な
ど

よ

り
、

は

る

か

に
好

ま

し

か

っ
た

に
違

い

な

い
。

越

宏

一
氏

が

指

摘

し

て

い
る

よ

う

に
、

り

ん

は
、

ベ

セ

(註
15
)

ホ

ノ

フ

の
手

に

な

る

と
思

わ

れ

る

イ

コ

ソ
を

原

図

と

し

て
採

用

し

て

い
る

。

こ

れ

を

り

ん
が

原

図

と

な

し

え

た

の

は
、

ベ

セ

ホ

ノ

フ

の
作

品

が

「
ヲ

バ

ケ
画

」

で

は

な

か

っ
た

か
ら

で
あ

ろ
う

。

こ

の
よ

う

に
、

ニ

コ
ラ
イ
堂

時

代

、

西

欧

系

様

式

の

イ

コ
ン
を

描

く

こ
と

が
許

さ

れ

て

い

た

か
ら

こ
そ

、

り

ん

は

《
十

二
大
祭

図
》

に
お

い
て
、

う

も

へ

西

欧
系

で
は

な

く

、

ま

さ

に
西

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に

お

い

て
生

み
出

さ

れ

た

ド

レ

の
絵

を
、

そ

の
ま

ま
取

り

入
れ

る

こ
と

が

で
き

た

の

で
あ

ろ

う
。

5

《
十

二
大

祭

図

》

を

含

め
、

お
そ

ら

く

り

ん

の
聖

画

は
、

全

て
何

ち

か

の
原

画

に
依

っ
て

い
る

と
私

は

み

て

い

る
。

ま

た
、

そ

の

多

く

は
、

ド

レ

一9



の
よ
う
な
著
名
な
画
家
の
作
品
を
も
と
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
し
て
、
釧
路

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
聖
母
子
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
カ
ー
ド
類

の
印
刷
図
版
な
ど
に
依

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
先
に
ド
レ
と
り
ん
の
作
品

の
く
い
違
い
、
疑
問
点
な
ど
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
も
、

ド
レ
の
絵

を
も
と
に
し
た
カ
ー
ド
図
版
を
り
ん
が
参
照
し
た
こ
と
か
ら
起
こ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
だ
江
戸
時
代
か
ら
さ
し
て
時
間
の
た

っ
て
い
な
い
頃
に
、
い
き
な
り

ロ
シ
ア

へ
留
学
し
、
二
年
と
少
し
ば

か
り
聖
画
ー

そ
れ
も
り
ん
が
の
ち

に
描
い
た
も
の
と
は
大
分
異

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
イ

コ
ン
ー
i

を
習

っ
た
く
ら
い
で
は
、
聖
書
世
界
を
独
自
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
に
ま

と
め
あ
げ
、
表
現
す
る
ま
で
に
は
い
た
る
ま
い
。
り
ん
と
時
代
を
同
じ
く
す
る
画
家
で
、
実
際
に
眼
で
見
る
こ
と
の
で
き

ぬ
世
界
を
描
い
て
成
功
し

た
例
は
ま
れ
で
あ
る
。
山
本
芳
翠

の

《
十
二
支
図
》
(
明
治
二
十
五
年
)
や
鴎
外
賞
す
る
と
こ
ろ
の
原
田
直
次
郎
筆

《
騎
竜
観
音
》
は
、
意
欲

作

で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て
成
功
作
で
は
な
い
。
り
ん
が
大
き
な
破
綻
な
く
聖
像
を
描
き

つ
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
手
本

の
お
か
げ
で
あ
ろ
う
。
が
、

そ
れ
だ
け

に
ま
た
、
り
ん
の
聖
画
は
ど
こ
か
塗
り
絵
的
で
あ
る
。

り
ん
は
工
部
美
術
学
校

で
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
に
就
い
た
。
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
が
去

っ
た
の
ち
、
フ

ェ
レ
ッ
テ
ィ
、
サ
ン

・
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
に
も
習

っ
た
。
し

か
し
、
り
ん
が
心
か
ら
蟇

し
竅

鍵

ハ
ソニウ
ォ
ン
寡

劉
鏡

だ

天

で
あ

っ
た
。
フ
、
レ
.
テ
ィ
勉
鼻
談

タ
者
L
と
呼
び
、
諾

・
ジ

ョ
ヴ

ァ
ン

ニ
に

つ

い
て

は

「
待

ち

に
待

ち

た

る
教

師

こ
そ

始

め

の
教

師

の
足

下

へ
も

よ
り

つ
く
事

ハ
中

々

に
中

の
教

師

に
少

し
く

増

し
と

い

ふ

(註
16
)

ば

か
り

」

と
記

し

て

い
る
。

フ

ォ

ン
タ

ネ

ー

ジ
が

や

め
た

の
ち

、
浅

井
忠

、

小

山

正

太

郎

、

松

岡

寿

等

は

フ

ェ
レ

ッ
テ

ィ

に
不
満

を

い
だ
き

、

工
部

美

術

学

校

を

退

学

し
、

十

一
会

を
結

成

し

た
。

し

か
し

、

り

ん

は
学

校

に
残

っ
た

。

フ

ェ
レ

ッ
テ

ィ
の
後

任

に
期

待

し

て

の

こ

と

で

あ

ろ

う
。

だ

が

、

サ

ン

・
ジ

ョ
ヴ

ァ
ン

ニ
も

、

り

ん

の
目

に
は
、

フ

ォ

ン
タ

ネ

ー
ジ

の
足

元

に
竜

及
ば

ぬ
教

師

と

映

っ
た
。

こ

う

し

て
期

待

を

う

ら

ぎ

ら

れ

た

り

(註
16
)

ん

は

「
乍

涙

に
十

三
年

十

月

に
退

校
」

し

た
。

そ

の
直

後

、

突

然

の

ロ
シ

ア
行

き

が

決

ま

る

。
聞

い
て

み

れ
ば

女

子

修

道

院

で

は
あ

る
け

れ

ど
も

、

(註
16
)

(註
16
)

そ

の
内

に
画

学

校

は
あ

る
し

、

「
又
良

教

師

の
来

り

来

る
」

こ
と

も

あ

る

と

い
わ

れ

、

り

ん

は

「
い
さ

み

立
」

っ
て

同
年

十

二
月

、

日
本

を

離

れ

る
。

(註
17
)

と

こ

ろ

が
、

修

道

院

で

は
、

お
ば

け

画

を

教

え

ら

れ

る

の
み

で
、

求

め

て

や
ま

な

か

っ
た

「
良

教

師
」

に

は
終

に
出

会

う

こ
と

は
な

か

っ
た

。

さ

い

わ

い

に
も

、

帰

国

し

て

か
ら

は
、

お
ば

け

画

は

描

か
ず

に
す

ん
だ

。

一
人

手

本

を

見

な

が

ら

、

西
欧

系

様

式

の
聖

画

を

描

き

続

け

た

。
無

論

そ

れ

な

り

の
喜

び

は

あ

っ
た

だ

ろ

う
。

け

れ

ど

も

、

は
た

し

て

ロ

シ
ア
留

学

以

後

、

り

ん
が

絵

か
き

と

し

て
幸

福

な
道

を

歩

ん
だ

か
ど

う

か
は

疑

問

で
あ

る
。

私

は
、

り

ん

の
聖

画

に
彼

女

の
本

領

が

発

揮

さ

れ

て

い

る
と

は
、
決

し

て
思

っ
て

い
な

い
。

10



工

部

美

術

学

校

時

代

の

ス

ケ

ッ
チ

(
図

9
)
、
渡

航

途

上

の

ス
ケ

ッ
チ

(
図

10
)
、

留

学

時

代

の

ス

ケ

ッ
チ

(
図

11

)
、

そ

の

い
ず

れ
も

が
、

聖

画

を

こ
え

て

み
ず

み
ず

し

い
。

り

ん

に

は

た
だ

一
人

の
教

師

で
あ

っ
た

フ

ォ

ン

タ
ネ

ー
ジ

は
、

日
本

を

去

る

に
あ

た

っ
て

「
今

後

は

一
途

に
天

然

を

師

と

し

て
勉

強

せ

よ
」

と

い

(註
18
)

い
残
し
た
。
ロ
シ
ア
留
学
以
後
、
り
ん
は
こ
の
教
え
に
そ
む
か
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

せ
ん
か
た
な
い
想
像
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
も
し
り
ん
が
、
浅
井
忠
ら
の
如
く
、

フ
ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
の
言
葉
に
従

っ
て
制
作
を
続
け

て

い
た
な
ら

ば
、
か
ほ
ど
の
脚
光
を
あ
び
る
こ
と
は
な
か

っ
た
に
せ
よ
、
聖
画
よ
り
も
資
質
に
か
な

っ
た
作
品
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

ス
ケ

ッ
チ
は
、
そ
ん
な
推
測
を
う
な
が
す
。

り

ん

は

剛
毅

な
女

だ

っ
た
。

図9工 部美術学校時代のスケッチ 小田家蔵

図10サ イ ゴソの景 小田家蔵

図11留 学時代のスケッチ 小田家蔵
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「神
学
校
の
生
蒙

そ
の
姿
寛

る
の
は
塵

を
散
歩
し
て
い
る
と
き
、
食
堂
や
風
呂
の
と
き

で
あ

っ
て
、
近

つ
き
が
た
い
譴
蕘

あ

.
た
。
孤

独

に
耐

え

、

男

ま

さ

り

の
気

性

で
義

理
が

た

い
人

で
あ

っ
た
よ

う

で
あ

る

。
時

に
徳

利

を

さ
げ

て
酒

を

買

い

に

い
く

姿

を

見

か
け

た
」
。

り

ん

の

ニ

コ
ラ
イ

堂
時

代

を
知

る
人

の

回
顧

談

で
あ

る
。

酒

は
と

て
も

好

き

だ

っ
た

よ

う

で

、

笠

間

に
も

ど

っ
て

か
ら

も

、

一
度

に
た

く

さ

ん
買

う

と

つ
い
呑

み
す

ぎ

て
し

ま

う

の

で
、

日

ご

と

二
合

く

ら

(註
7
)

い
買

い

に
出

か
け

た
と

い
う

。

そ

の
頃

の
り

ん

の
生

活

を
小

田
氏

は

「
毎

日

何

を

す

る

と

い
う

こ
と

も

な

く
、

全

く

自

然

を

相

手

の
生

活

を

.楽

し

ん

(註
7
)

で

い
た

」

と

伝

え

る

。

好

き

な

酒

を

舌

に

こ

ろ
が

し

、

自

然

と

た

わ

む

れ

な
が

ら
、

り

ん

は
安

ら

か
な
余

生

を

送

っ
た

か

に
見

え

る
。

し

か

し
、

そ

の

り

ん

も

、
晩

年

(註
20
)

「
ロ
シ
ア

に
行

く

の
で

は

な

か

っ
た
」

と
側

の
者

に
も

ら

し

た

ら

し

い
。

帰

郷

後

り

ん

は
絵

を

描

か
な

か

っ
た

。

絵

に

つ
い
て
語

る

こ

と

さ
え

ほ
と

ん
ど

な

か

っ
た

。

忘

れ

た

か

ら

で

は

な

い

し
、

聖

画

の
制

作

を

「
神

聖

(註
21
)

な

機

密

」

と

考

え

た

か
ら

で
も

な

さ

そ

う

だ
。

絵

に

ま

つ
わ

る
思

い
出

が

、

り

ん

に

は
、

つ
ら

か

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

一
九

八
〇

・
十

二

・
十

九

本

稿

を

ま

と

め

る

に
あ

た

り

、

早
稲

田

大
学

高

橋

栄

一
教

授

、

お
茶

の
水

女

子

大

学

坂
本

満

教

授

の
御

教

示

、

御

助

力

を

い

た
だ

い
た

。
記

し

て

謝

意

を
表

す

る
o

図

版

は

『
美

術

研

究

』

二
五

八

号

、

「
山

下

り

ん

黎

明

期

の
聖
像

画
家

」

(註

4
)
、

「
山

下

り

ん
」

(
註

4
)
、

《
弓
げ
Φ

U
o
吐
ひ

切
幽玄

Φ

H
貝
亘
馨

,

同
暮

ざ
ロ
ω
》

(
註

11
)

よ
り

転

載

。

註(
1
)

小
田
秀
夫

「
山
下
り
ん
の
跡
を
追

っ
て

ソ
連
の
旅
」
(『
絵
』

一
九
八
〇
年
十

一
月

二
〇

一
号
)
。

(
2
)

渋
谷
四
郎

「
イ
リ
ナ

・
山
下
り
ん
の
聖
像
画
」
(
『萠
春
』

一
九
六
八
年
四
-
五
月
合
併

一
六
五
号
)
。

(
3
)

岡
畏
三
郎

「
函
館

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
所
蔵

山
下
り
ん
筆

『
十
二
大
祭
図
』
に
つ
い
て
」
(『美
術
研
究
』

昭
和
四
十
三
年
七
月

二
五
八
号
)
。
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(
4
)

岡
畏
三
郎
監
修
、
鹿
島

卯
女
編

「山
下
り

ん

黎
明
期

の
聖
像
画
家
」
(鹿
島
出
版
会

昭
和
五
十

一
年
)
。
小

田
秀
夫

「山
下
り

ん
」
(
日
動
出
版

昭
湘

五
十

二
年
)
。

(
5
)

茨
城
県
立
美
術
博
物
館
編

「
茨
城

の
美
術
史
」
(執
筆

土
方
定

一
、
室
伏
勇

ほ
か

昭
和
四
十
七
年
)。

外
山
卯
三
郎

「
日
本
洋
画
史

2

明
治
後
期
」
(
艮
貿
出
版
社

昭
和

五

十

三
年
)
。

(
6
)

小

田
秀
夫

「山
下
り

ん
の
聖
像
画
、
郷
土

に
も
」
(『
絵
』

一
九
七
八
年

一
七
五
号
)
。

(7
)

小

田
秀
夫

「山
下
り

ん
」
(前
掲

註

4
)
。

し

(8
)

岡
畏

三
郎
馬

は

「
山
下
り
ん

の
絵
に

つ
い
て
」
(「
山
下
り
ん

黎
明
期

の
聖
像
画
家
」
所
収

註
4
参
照
)

の
中
で
は
、

ル
カ
伝
第

一
章

二
六
節

か
ら
三
八
節

と
し

て
お
ら
れ

る
。

(9
)

日
本
聖
書
協
会
発
行

の

一
九
七
四
年
版

の

「聖
書
」

に
よ
る
。

ル
ビ

は
省

い
た
。

(10
)

O
鋤
び
誌
巴
Φ

聞
0
3

霞
αq
℃
O
熔
9

Φ
触
鼠

①
爵
o
P

囚
o
霞

9
幽

男
9
ヨ

①
コ

O
器

$

〈
¢

U
o腎
ρ

∪
β。
ω
σq
鑓

娼
三
ω魯

Φ
芝

Φ鼻

L
≦
位
づ
魯

Φ
P

一㊤瞬

゜

(11
)

↓
ゴ
Φ
U
o
同
ひ
切
ま
一Φ
目
冨
ω
霞
緯
一〇
づ
ω
(H昌
霞
o
α
償
o
銘
o
口
げ
矯
H≦
筥
陣o
Φ
昌
帥
幻
o
ωo
y

賭
①
妻

磯
o
同ぎ

一⑩刈
宀

ま
が
た

(12
)

註
3
の
岡
論
文
に
次
の
叙
述
が
あ
る
。
「秋
田
県
大
館
市
曲
田
の
曲
田
福
音
聖
堂

ー

中
略
1

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
山
下
の
作
品
と
確
認
出
来
る
作
品
が
四
点
、
う
ち
二
点
は
十

二
大
祭
図
中
の
、
『
至
聖
生
神
女
の
福
音
』
『
主
の
洗
礼
』
で
ー

中
略
-

北
海
道
に
あ
る
作
と
同

一
下
図
に
よ
っ
て
い
る
。
曲
田
福
音
聖
堂
は
明
治

二
十
五
年
七
月
に
建
立
さ
れ
、

す

で
に
堂
内

の
イ

コ
ソ
は
す
べ

て
装
架
さ
れ

て
い
た
と

の
こ
と
で
あ

る
。
従

っ
て
、

こ
の
下
図
は
少
く
と
も
明
治

二
十

五
年
、
或

い
は
そ
れ
以
前

に
描

か
れ

て
い
た
も

の
と
思
わ
れ

云

々
」

(図
5
参
照
)。
《
至
聖

生
神
女
之
福
音
》

の
下
図
が
明
治

二
十
五
年
ま
で
に
描

か
れ

て
い
た
と
す

る
な
ら
、
当
然

こ
の
年
ま
で
に
ド

レ
の
絵

を
見

て
な
く

て
は
な
ら

な

い
。

(13
)

以
上
滞
露
中

の
日
記

は
、
小
田
秀
夫

「
山
下
り
ん
」

(註
4
参
照
)
を
参

照
し
な
が
ら
鹿
島
卯
女
編

「
山
下
り
ん

黎
明
期

の
聖
艨
画
家
」
(註

4
参
照
)

に
載

せ
ら
れ
た
写
真
版
よ

り
引
用
し
た
。
漢
字
は
現
行

の
も
の
に
あ

ら
た
め
た
。

(
14
)

板
絵
イ

コ
ン
は
、
板
を
彫
り
込
む
こ
と
か
ら
は
じ
め
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら

「
ア
ナ
画

」
と
呼

ん
だ
の
で
あ

ろ
う
。

(
15
)

越
宏

一

「
イ

コ
ン
に
つ
い
て
」
(「
山
下

り
ん

黎
明
期

の
聖
像
画
家
」
所
収

註
4
参

照
)。
越
氏

は
べ
セ
ホ
ノ
ブ
を
ベ

セ
ノ
ホ
ノ
ブ
と
記
述

。

(
16
)

「
山
下
林

り
れ
き

思
出

る
ま
ま

に
」
(「
山
下
り
ん

黎

明
期

の
聖
像
画
家
」
所
収
、
小
田
秀
夫

「
山
下
り

ん
」
参
照
)
。

(
17
)

ロ
シ
ア
か
ら

の
手
紙

の
中

で
、
り
ん
は
教
師

に
対
す

る
不
満
を
も
ら
し
て
い
る
。
「
只

か
な
し
む

こ
と
は
画
之
先
生
は
不
十
分

な
の
が
誠

に
残
念

に
御
座
候
」
(小

田
秀
夫

「
山
下
り

ん
」

註

4
参

照
)
。

(
81
)

「松

岡
書
蒔先

生
」

(昭
和
十
六
年
)

(
19
)

平
山
於
利
加
談

(小
田
秀
夫

「
山
下

り
ん
」
所
収
)
。

(
20
)

岡
畏
三
郎

「
山
下
り
ん
の
伝
記

と
作
品
」

(『
美
術
研
究
』

昭
和
四
十
七
年

一
月

二
七
九
号
)。

(
21
)

晩
年

の
こ
と

に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
外
由
卯

三
郎
氏

は

「
聖
像
画
家

イ
リ

ナ

・
山
下
り
ん
女
史

に
つ
い
て
」

(『
絵
』

一
九
七

二
年

一
〇

四
号
)

の
中

で
、
滞
露
日
記
に
あ

ま
り
制
作

の
こ
と
が
詳

し
く

ふ
れ
て
な
い
の
は

「修
道
女

の
次
元

か
ら
見
ま
す
と
、
描

画
を
す

る
こ
と
や
、
作
画

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄

は
、
神
聖

な
機
密

に
関
す

る
信
仰
上

の

問
題

で
す
か
ら
、
俗

入

の
作

画
上
の
記
述

の
よ
う
な
も

の
を
、
日
記
に
記
す

よ
う
に
記
述
す

る
は
ず
が
な

い
か
ら
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

は
た
し
て
そ
う
で
あ

ろ
う

か
。

そ
の
他
参
考
文
献

○
外
山
卯

三
郎

「
須
賀
聖
堂

の
ア
イ

コ
ノ
ス
タ
シ
ス
」
(『
絵
』

一
九
七

二
年
九
月

一
〇
三
号
)
。

○
加
藤
貞
雄

「
笠
澗
で
聖
画
を
見

る
」

(『
絵
』

一
九
七
五
年

八
月

二

二
八
号
〉
。
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○

「
N
H
K

日
曜
美
術
館

第
七
集
」
(学
習
研
究
社

一
九
七
八
年
)
。

○
青
木
茂

「近
代

の
美
術
四
十
六

フ
ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
と
工
部
美
術
学
校
」

(至
文

堂

昭
和
五
十
三
年
)
。

O

A

・
1

・
ゾ
ー
ト
フ
著

石
黒
寛

・
浜
田
靖

子
訳

「
ロ
シ
ア
美
術
史

」
(美
術
出
版
社

昭
湘
五
十

一
年
)
。

○
浜
田
靖
子

「
イ

コ
ソ
の
世
界
」
(美
術
出
版
社

一
九
七

八
年
)
。

○

U
o詠

O
巴
一奠
ざ

い
o
昌
ユ
o
p

9
昌
Q

勺
穹

凶ω
し

箋
。。
°

O

O
昜

審
く
⑦

U
o
み
゜
い
簿

国

玄
ρ

い
ロ
×
Φ
ヨ
げ
o
億
薩

し

り
刈。。
°

○

窪
田
般
弥

・
坂
崎

乙
郎

・
村
松
剛

「
ギ

ュ
ス
タ
ー
ヴ

・
ド

レ

聖
書

の
情
景
」
(
出
帆
社

一
九
七
四
年
)
。

○

閑
o
謹

騨
自
O
旨
霧
9

"
H8

昌
ρ

ピ
o
昌
ユ
o
P

一⑩
Oω
゜

○
竃

゜
<
°
≧

℃
舞
o
<
"
図
o
母
信

園
磊

ω貯
昌

同08

勺
巴
葺

馘
αq
"
と
o
ω8

き

一
⑩譯
゜
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